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◇視察の目的  
 

 

（静岡県庁） 

2020 年に新型コロナウイルス感染症が流行し、医療用品の不足やデジタル化の促進の必

要性が上昇した。この状況に応じて策定されたのが「フジノミクス」である。このフジノミク

スにおいては、地域経済を活性化するために、感染防止を進める「ヘルス（健康）と経済振興

を進める「ウエルス（富）」の一体増進を狙っている。大阪府においても、新型コロナウイル

ス感染症への対策と経済活動の活性化という 2 つの目的を同時に達成するべく、方向性を検

討しているところであり、消費政策と産業政策の両面で展開する総合経済対策となる「フシノ

ミクス」は参考となるところがあると考え、今回説明聴取を行うこととした。 

 

 

（静岡県工業技術研究所） 

 静岡県工業技術研究所は県内に 4 か所（静岡市・浜松・富士・沼津）存在し、それぞれに異

なった技術分野を中心に活動している。 

 大阪府においては府市一体として産業等の促進を効率的に図る観点から、産業研究所と工業

研究所を一つとなっているが、ポストコロナ等を踏まえ、リーディング技術などのレベルアッ

プが課題と考えている。 

 今回、各々特色を持つ工業技術研究所を中心に、どのようにして産業等の向上を図っている

か等を視察し、大阪府における産業・工業の更なる発展に向けた知見を得るために視察を行う

こととした。 

  

 

（ファルマバレーセンター） 

静岡県は医薬品・医療機器の生産金額 1 兆 2,050 億円と全国 11 兆 7,317 億円の内

10.3％と全国 1 位である。 

 そんな静岡県にあるファルマバレーセンターは、世界一の健康長寿県の形成を目指し、ファ

ルマバレープロジェクトに参画した富士山麓地域の医療健康産業分野の企業群として形成さ

れており、本地域は県よりの出捐金で運営され、当該地域で必要なものを作り成果を還元する

形をとっている。 

 2025 年大阪・関西万博を見据え、健康医療分野及び産業分野の更なる底上げを図る大阪

府にとって、本取組み及び本センターの存在は参考となるものであると考え、今回視察を行う

こととした。 
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◇視察期間    

 

令和４年 11 月 2９日（火）～３０日（水） 

 

◇視察参加者   

 

和田 賢治 

三田 勝久 

植田 正裕 

牛尾 治朗    計４名（随行なし）  

 

◇視察先  

 

≪第１日目／11 月 2９日（火）≫ 

  ○静岡県庁（静岡市葵区追手町 9 番 6 号） 

  ○静岡県工業技術研究所（静岡市葵区牧ケ谷 2078） 

 

≪第２日目／11 月３０日（水）≫ 

  ○ファルマバレーセンター（静岡県駿東郡長泉町下長窪 1002-1） 
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◇視察日程 

 

 行程考 

11

月

29

日

㈫ 

植田正裕議員、牛尾治朗議員、三田勝久議員、和田賢治議員 

 9:20 新大阪駅集合または直接乗車 

 9:48 新大阪発 ひかり 502号【27番線】 

11:37 静岡駅着【5番線】⇒「ホテルアソシア静岡」へ（徒歩 5分）  

              ※宿泊宿につき、荷物預かりが可能  

11:55 昼食  

12:45 ホテル⇒静岡県庁へ移動 

13:00 静岡県庁（静岡市葵区追手町 9番 6号）  

※県庁担当：議会事務局 政策調査課 丸尾様 

    調査項目：フジノミクスについて、取り組みや成果、今後の方向性等 

14:30 県庁玄関よりタクシーで移動 

15:00 静岡県工業技術研究所（静岡市葵区牧ケ谷 2078）  

         ※担当：工業技術研究所 企画調整部長 田中様 

    調査項目：リーディング技術や共通基盤技術等の大別及び現場視察 

16:30 工業技術研究所よりタクシーでホテルへ移動 

17:00 ホテル着 

 

11

月

30

日 

㈬ 

 8:45 ホテル発 

8:57 静岡駅発 こだま 702号【5番線】 

 9:19 三島駅着 【6番線】 

   タクシーにて移動 

10:00 公益財団法人ふじのくに医療城下町推進機構 ファルマバレーセンター  

                    （静岡県駿東郡長泉町下長窪 1002-1） 

         ※担当：ファルマバレーセンター事務局長 三田様 

12:00 ファルマバレーセンターよりタクシーで移動 

    調査項目：医療からウェルネスまで研究開発を進める環境の視察 

12:15 昼食  

   昼食後、三島駅へ移動（徒歩 5分） 

13:46 三島駅発 ひかり 513号【5番線】 

15:57 新大阪駅着【21番線】 
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◇視察の内容  

 

●静岡県庁：静岡県の産業成長戦略 2021「フジノミクス」について 

・説明者…産業政策課 渥美課長 

2020 年にコロナが流行し、医療用品の不足やデジタル化の促進が必要とのことから、策 

定されたのが「フジノミクス」である。地域経済を活性化するために、感染防止を進める「ヘ

ルス（健康）と経済振興を進める「ウエルス（富）」の一体増進を狙うもの。消費政策と産業

政策の両面で展開する総合経済対策と言える。 

 需要面では、財とサービスの消費を喚起し、供給面ではリーディング産業の育成を目指す。

特に、需要面では「山の洲（くに）」という新たな広域経済圏を形成した。 

 山の洲とは、静岡県・山梨県・長野県・新潟県の 4 県で構成され、人口約 870 万人、GDP

合計は 38 兆円規模の経済圏である。この発想は、2020 年 8 月に中央自動車道の全線開通

により移動が楽になったことに端を発する。今は、主に農産物の交流を図っているが、今後は

産業や医療でも進めていくとのこと。関西広域連合との比較等についても伺った。 

 

・説明者…新産業集積課 小笠原課長 

 次に、供給面でのリーディング産業の説明を受けた。進化し続ける産業イノベーションの拠

点として、 

  県西部  フォントバレー（光・電子技術） 

       次世代自動車開発 

  県中央  フーズヘルスケア（機能性表示食品） 

       茶業研究センター（スマート農業） 

       海洋微生物ライブラリー（静岡の海を未来につなぐ会） 

  県東部  CNF 研究開発センター（セルロース・ナノ・ファイバー） 

       実証研究用温室 

       ファルマバレー（がんゲノム） 

などこれらを含めて 15 の先端技術の応用・応用研究拠点（PARC）を形成している。 

 また、企業立地件数は全国 1 位となっている。2014 年頃、リーマンショックや東日本大

震災で工場の県外流出が進んだものの、内陸部分の第 2 東名が完成することから企業誘致を

始めたとのこと。大阪の企業も来ている。しかし、工場用地が不足しているのが現状。 

  

 

（質疑） 

【議員】山の洲の 4 県の中で、取り組みの温度差のようなものはあるのか。 

【先方】多少はある。だからこそ、できるところからやっていければと考えている。 

【議員】今後の連携強化に向けた取組みとしては、どう考えているのか。 

【先方】組織としてみると、中央 4 県サミット等で課題を提示する等している。 

    他県では、山梨県が土壌に有機物をすき込んで脱炭素に寄与するような活動を熱心に
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しているので、それを 4 県でやる等の提案をいただいている。 

    各々が注目している課題について協力を進めているところ。 

    山の洲を広げるというところでは、取組みやすいところから少しずつ具体例を作って

いくことが大切と考えている。 

【議員】文化の違いを認めながら、その先に向けた取組みをしていく必要があるが、何か考え

ているか。 

【先方】物産展などは行政が旗振りをすれば何とかなるが長続きしないので、民間がちゃんと

参加できる仕組みにするのが大切。 

    金融機関がアライアンスを作るとか、静岡と山梨を循環するバスを作って民間業者同

士で運営するなど、そういった取組みをしてくれる業者をどう巻き込むかが課題。 

    東京や関西という経済圏を超えていくのは厳しいので、東西軸を補完する形で南北の

繋がりを強化するなど、連携の役割を明確にすることも必要。 

【議員】ヘルスとウェルネスというテーマに基づいて取り組んでいるが、効果は出て来ている

のか。 

    コロナで大きく社会が変わった中で、オンライン活用や移住等どういった変化があっ

たのか。 

【先方】移住・定住というところでは 2 年連続で移住定住ナンバー１になっている。 

    殊に子育て世代が多いというのは大きい。 

    すべてが定住というわけにはいかないが、そういったものを定着させていくために

は、一定の役割を負っていく必要があると思っている。 

【議員】リーディング産業への重点投資（セルロースナノファイバー）については南大阪でも

気にしているところがある。 

    地域木材の活用等は気にしていたりするのか。 

【先方】地域材というより、そこで調達できるものにいかに付加価値を載せられるかが課題。 

【議員】セルロースナノファイバーの課題は何と考えているか。 

【先方】やはりコストが課題。細かくするのに経費がかかるが、どこまで細かくするのか等が

議論されている。 

    コストを下げることで、原材料としての価格をどこまで落とせるかが課題。 

【議員】産学官の連携においては情報共有が非常に大切だが同時に難しいと考えている。 

    一つの方向にベクトルをまとめるやり方、考え方や課題があれば教えてほしい。 

【先方】支援機関のコーディネーターがどう結び付けるかが大きい。 

    その他、例えば山梨県であるツールを静岡県とも共有する、みたいなルールや仕組み

を構築できればと考えている。 

    仕組みを最初に作ってしまう、というのも一つかと考えている。 

    ただ、最先端技術同士のすり合わせは難しいケースもあると思われる。    

 

（まとめ） 

 東京と名古屋・大阪の中間に位置し、東西の中央点となる静岡県は地理的な強さを有してい
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る、と感じる。自然があり、工業・農業・水産業等がしっかりとしている。また、テレワーク

の拡大等により、移住者も増えているとのこと。山の洲として南北の連携網を形成するなど、

今後の展開が期待される。 

 説明を聴取し、大阪においても、リーディング企業の育成が重要と改めて認識。 

 

 

●静岡県工業技術研究所 

・説明者…田中企画調整部長 

 

 静岡県の工業技術研究所は、県中央の静岡市の他に浜松・富士・沼津と合計 4 ヶ所に存在

している。それぞれに特色があり、浜松は光科、静岡市は金属、富士は製紙と CNF、沼津は

バイオを担っている。この各特色が、リーディング企業を育てることに繋がっていると考えら

れる。また、4 ヶ所の研究所には機械・電子科があり、これらが共通基盤として産業を支えて

いる。その他、地域産業として、製紙や繊維がある。これが 3 本の技術に大別(リーディング

技術、共通基盤技術、地域産業技術)されており、これが静岡県の技術形態の特色であると思

われる。 

 研究所内では、 

  ○照明関係の研究・業務紹介 

  ・ものづくり評価分析室 

  ○IOT 推進ラボ、普及事業 

  ○メタン発酵によるバイオガス供給の取組み    

について説明を受けた。 

 

  

 

(まとめ) 

 大阪では、府市一体となり、産業研究所と工業研究所が一つになっている。それぞれの強み

を活かして、より大阪の産業のレベルアップが必要と気持ちを新たにした。また、関西広域連

合の存在により、域内のそれぞれの府県が持つ工業研究所が使いやすくなっている。関西全体

の底上げも併せて必要であると思われる。 
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●ファルマバレーセンター 

・説明者…小櫻常務理事 

     植田センター長 

     三田事務局長 

 

 静岡県立がんセンター病院を中心とした「公益財団法人 ふじのくに医療城下町推進機構 

ファルマバレーセンター」の目的や役割などを視察した。 

 静岡県は、元々医薬品や医療機器の生産金額が全国 1 位の 1 兆 2050 億円となっており、

全国シュアの 10､3％を占めている。がんセンターが平成 28 年に開業し、20 年を迎えた。

職員は 36 名で、県より出捐金 10 億円で運営している。センターの建物は、元県立高校を使

用している。本プロジェクトに参画し、医療機器製造業登録をした企業は 45 社あり、例えば

大阪のサンスターが入っているとのこと。 

静岡がんセンターは健康増進・疾病克服を目的とし先端医療の提供や高度な研究開発を行い

ファルマバレーセンターへアイデアを提供する役割を担い、ファルマバレーセンターは県民の

経済基盤の確立を目指し、共同開発と臨床試験支援や医療機器等の製品開発支援を行い静岡が

んセンターへ成果を還元する形をとっている。 

ファルマバレーセンターの主要な取組みとしては、以下のとおり 

 ・創薬探求研究事業 

・治験ネットワーク運営事業 

・医療機器等開発支援事業 

・人材養成事業 

・共同研究コーディネート支援 

・企業間マッチング支援 

・販路開拓・販売促進事業 

・静岡県医療健康産業研究開発センターの運営 

・医療健康産業分野における静岡県・山梨県連携(総合特区) 

などがある他、健康長寿・自立支援プロジェクトとして 

 戦略 1 老化現象の予測・予防(ゲノム医療) 

戦略 2 補助器具の情報提供・開発(支援機器開発) 

戦略 3 医療介入支援(医療機器開発) 

戦略 4 人生 100 年時代の住宅整備(理想の住環境の提案⇒3 歩の住まい) 

といった戦略を掲げるなど、人生 100 年時代の老化に伴う疾病・機能低下への対応、克服

への挑戦も行っている。 

例えば、「人生 100 年時代の住宅整備」には 

 特徴 1 3 歩から考える(暮らしの基本は 3 歩から) 

・ベッドから 3 歩でトイレに行ける、ベッドから 3 歩で浴室に行ける。 
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・シャワールーム、トイレ、洗面台を直線的に配置することで、動線がシンプルで快

適な空間が実現できる。 

特徴 2 医療介護に適した部屋(医療・介護における安心と安全) 

・感染症対策を施した抗菌・抗ウイルス・抗アレルギー物質・消臭機能を備えた壁・

床材を採用。 

・メラミン加工で、汚れにくく・傷が付きにくい床材。転倒時の衝撃吸収。 

・天井レールによる生活補助及び将来のリストアップ機能。 

特徴 3 ロボット化・AI 化(ロボット、AI で利便性が向上) 

・高齢者の歩行機能向上を目指した歩行トレーニングロボット。 

・立ち上がりを補助する高機能ベッド。 

・「アレクサ、テレビつけて！」、「ライト消して！」、AI スピーカーで、暮らしの中の

小さな手間を削減。 

特徴 4 家族・社会との絆(ICT、IoT による家族・社会との繋がり) 

・遠隔地の家族や友人と日々の会話を楽しむ(社会との繋がり) 

・オンラインで、健康相談・遠隔診療を受けることができる。 

・映像による墓参・参拝、景勝地巡りなど。 

といった目標、特徴が見られる。 

喫緊の課題である高齢化への対策として、大いに参考になる考え方である。 

 また、静岡発の新薬を開発することが念願となっているとのことであり、静岡県内での治験

体制が構築されている。また、医療現場のニーズに応えるため、 

①橋渡し研究機器 

 ②課題解決型機器 

 ③次世代機器 

という 3 つのパターンに分類して研究が行われている。 

コロナで活躍した、人口呼吸器エクモはここで作られている。 

  

 

（質疑） 

【議員】ワクチンについて話があったが、例えば大阪では阪大が手を挙げていたりするが、静

岡ではどんな感じか。 

【先方】手を挙げている業者はあまり多くない。（1 社程度） 
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    過去にやろうとしていた業者では、投薬までいける設備がなかったケースもある。 

【議員】企業間マッチング支援に関して、体的にどういった形の支援をしているのか。 

【先方】展示会であったり、経産省から予算を取って海外の商談会へ行ったりしている。 

    その他、大手医療系業者は品質管理を非常に気にするので、品質管理に係る資格取得

を促進する等（コーディネーターが申請までサポート）を行っている。 

    マッチングするためには企業の質を向上させることが大切と考えている。 

【議員】TLO 等はどんな感じか。 

【先方】地道な活動を続けていかないと大学との連携はなかなか実らない。 

    大学発ベンチャーはなかなか多くはないが、ファルマバレーセンターとしても創薬な

どを含めて支援をしており、大学等の正式な TLO ではないにしても、近しい連携を

取っている状況。 

    地方では、ベンチャーキャピタルに支援をしてくれるような企業も多くはないので、

投資をしてくれる機関との繋がりが重要。 

 

（まとめ） 

がんセンターとの連携体制は、非常に面白い取組みである。そこでの治験ネットワーク構築  

は、大阪でも必要と思われる。創薬が得意な大阪で、もっと産官連携を図ることが出来ると感

じる。 

モデルルームは、ベッド・歩行トレーニングロボット・ミストシャワー等機能は安全で安心 

して利用できてコンセプトも理解出来るが、被介護者が一人で機能の操作が可能か、また日本

の住宅事情を考えた時に大型過ぎないか、低価格化も必要ではないかと感じた。 
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ウィズコロナ、アフターコロナ時代の 「静岡県産業成長戦略 2021」 骨子

Ⅰ 危機対応から成長戦略へ
～防疫対策との調和を前提に、経済の早期回復を目指す～

◎危機対策を継続しつつ「フジノミクス」の本格展開へ

Ⅱ フジノミクスの展開
～Health（健康）とWealth（富）の一体的推進～

◎「利他的な消費が自らの喜びにつながる経済」と「命を守る産業」
へのシフト

１ 人材投資のイノベーション

◎AI・ICT分野への注力

・ 「TECH BEAT Shizuoka」拡充、高度情報処理人材を擁する
ICT関連企業誘致など

◎大学と産業界との連携の強化

・ AI等情報系人材の養成講座開催、県内大学発ベンチャー創出等

◎静岡県立工科短期大学校(R3.4開校)における先端技術者育成

・ 3D設計者の育成、システムエンジニア養成、在職者訓練でのICT
人材育成など

静岡県産業成長戦略 2021

◎新たな広域経済圏「山の洲」（静岡・山梨・長野・新潟）の形成
・ 域内完結型のサプライチェーンの構築
◎広域経済圏における物流・流通システムの構築
・ 鮮魚の直送物流・流通システムなど

２ サプライチェーンのイノベーション

◎コロナ禍を契機とした「新しい消費（生活）スタイル」への対応
・ 「生産者のため」といった利他的な消費の動機が自らの買う喜び
につながる
◎仕事や住まい、衣服などの生活スタイルが変化
・ リモートワーク普及による自宅への「ワークスペース」設置等の需要
拡大など
◎デジタル技術やＥＣサイトを活用した県産品の販路開拓
◎ウィズコロナ時代の「新しい観光」の推進
・ 「食」×「観光」、「IT」×「ワーケーション」、「美しく品格のある邑」
×「マイクロツーリズム」など
◎「生活スタイル」の変化に対応した環境整備
・ テレワークや時差出勤等の導入促進、首都圏等からの移住者
受入体制の強化

３ 消費（生活）スタイルのイノベーション
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（３）Industry Innovation×DX

・ 医薬品・医療機器の国産化・輸出産業化
・ 光・健康医療産業の創出
・ データ駆動型の食品・ヘルスケアプロジェクトの推進
・ CNF拠点形成・航空・宇宙産業支援強化
・ 次世代自動車開発・ IoT実装支援

（４）Green Innovation×DX

・ 農林分野（AOIプロジェクト・ChaOIプロジェクトの推進、林業
イノベーションの推進）
・ エネルギー分野（再生可能エネルギーの地域自立型システム
構築、水素社会への対応等）

（５）Blue Innovation×DX

・ 水産・海洋分野（MaOIプロジェクトの本格稼働、データプラット
フォーム構築等）

（６）観光分野のトランスフォーメーション

ウィズコロナ、アフターコロナ時代の 「静岡県産業成長戦略 2021」 骨子静岡県産業成長戦略 2021

（１）行政のデジタル化の推進

◎国と自治体のシステム統一や行政手続等のオンライン化推進

（２）経済のデジタル化の促進

◎全産業のデジタル化を推進

・ 県内企業のロボット等導入、デジタル人材育成、設備投資、新事
業展開、ネットワーク支援等を強化

◎企業立地（マザー工場・研究所等）・実証フィールド形成・
ＩＣＴ企業の誘致強化

・ マザー工場・研究所立地促進
・ Woven-City等実証フィールド形成支援の強化
・ ICT企業誘致戦略

５ ＤＸによる行政・産業のイノベーション

◎中小企業の経営力・生産性向上支援

・ 経営革新計画策定、業種・業態転換等、新たな挑戦への支援強化

◎官民一体となった事業承継の推進とＭ＆Ａ等第三者承継の促進

◎感染症の世界的流行を踏まえたＢＣＰ策定支援の強化

４ 中小企業経営のイノベーション

◎デジタル技術を取り込んだ「持続可能な観光地域づくり」

・ 観光デジタル情報プラットフォームの利活用推進、ワーケーション
の受入促進など

◎観光分野における「ふじのくに経済圏」づくり

・ 「山の洲」の域内交流の促進、近隣県との連携による圏域外か
らの誘客促進など
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